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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月17日(2018.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極であって、
　（ａ）電流コレクタ、
　（ｂ）（ｉ）ポリフッ化ビニリデンポリマー、
　　　　（ｉｉ）架橋（メタ）アクリルポリマーであって、前記架橋（メタ）アクリルポ
リマーが、前記（メタ）アクリルポリマーと関連している活性水素基と、前記活性水素基
と反応性である架橋剤との反応から形成され、前記活性水素基がカルボン酸基を含む、架
橋（メタ）アクリルポリマー、
　　　　（ｉｉｉ）導電性材料、および



(2) JP 2018-88421 A5 2018.11.29

　　　　（ｉｖ）リチウムの吸蔵／放出が可能な電極活物質
　　　　を含む、前記コレクタ（ａ）上に形成された硬化フィルム
を含む、電極。
【請求項２】
　（ａ）が、銅またはアルミニウムのシートまたは箔を含む、請求項１に記載の電極。
【請求項３】
　前記活性水素基が、ヒドロキシル基をさらに含む、請求項１に記載の電極。
【請求項４】
　前記架橋剤が、前記（メタ）アクリルポリマー中の反応性基または前記活性水素基と反
応性である反応性基を有する別途添加された架橋材料を含む、請求項１に記載の電極。
【請求項５】
　前記反応性基が、Ｎ－アルコキシメチルアミド基および／またはブロック化イソシアネ
ート基を含む、請求項４に記載の電極。
【請求項６】
　前記別途添加された材料が、アミノプラスト、ブロック化ポリイソシアネートおよび／
またはポリエポキシドを含む、請求項４に記載の電極。
【請求項７】
　（ｉｉｉ）が、黒鉛、導電性炭素、活性炭、アセチレンブラック、ファーネスブラック
およびグラフェンを含む、請求項１に記載の電極。
【請求項８】
　（ｉｖ）が、ＬｉＣｏＯ２、ＬｉＮｉＯ２、ＬｉＦｅＰＯ４、ＬｉＣｏＰＯ４、ＬｉＭ
ｎＯ２、ＬｉＭｎ２Ｏ４、Ｌｉ（ＮｉＭｎＣｏ）Ｏ２、Ｌｉ（ＮｉＣｏＡｌ）Ｏ２、炭素
被覆されたＬｉＦｅＰＯ４およびこれらの混合物を含む、請求項１に記載の電極。
【請求項９】
　（ｉ）が、１重量パーセントから２０重量パーセントまでの量で存在し、
　（ｉｉ）が、０．１重量パーセントから１０重量パーセントまでの量で存在し、
　（ｉｉｉ）が、２重量パーセントから２０重量パーセントまでの量で存在し、
　（ｉｖ）が、４５重量パーセントから９６重量パーセントまでの量で存在し、
重量による百分率は前記混合物の合計重量を基準にしており、（ｉｉ）に対する（ｉ）の
重量比が、１より大きいまたは１に等しい、請求項１に記載の電極。
【請求項１０】
　前記（メタ）アクリルポリマーが、－５０℃から＋７０℃までのＴｇを有する、請求項
１に記載の電極。
【請求項１１】
　前記（メタ）アクリルポリマーが、０℃を下回るＴｇを有する、請求項１に記載の電極
。
【請求項１２】
　（ａ）請求項１に記載の電極、
　（ｂ）対電極、および
　（ｃ）電解質
を含む、蓄電デバイス。
【請求項１３】
　前記電解質が、溶媒中に溶解したリチウム塩である、請求項１２に記載の蓄電デバイス
。
【請求項１４】
　前記リチウム塩が、有機カーボネート中に溶解している、請求項１３に記載の蓄電デバ
イス。
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